
◇
研
究
発
表
例
会

六
月
二
十
四
日
（
水
）
午
後
四
時
十
分

於
二
一
○
教
室

「
唯
識
思
想
に
お
け
る
教
説
の
意
味
」

博
士
後
期
課
程
三
回
生

菊
地
哲
氏

「
「
法
華
経
』
安
楽
行
品
の
一
考
察
」

専
任
講
師
山
野
俊
郎
氏

研
究
発
表
終
了
後
、
第
一
研
究
室
分
室
１
に

お
い
て
発
表
者
を
囲
ん
で
座
談
会
を
行
な
っ

た
。

◇
研
究
発
表
例
会

十
月
二
十
三
日
（
金
）
午
後
四
時
十
分

於
多
目
的
ホ
ー
ル

「
『
小
品
般
若
経
』
に
お
け
る
菩
薩
と
菩
薩

摩
訶
薩
」

博
士
後
期
課
程
三
回
生

竹
橋
太
氏

「
華
厳
に
お
は
る
非
有
非
無
の
深
義
」

教
授
鍵
主
良
敬
氏

研
究
発
表
終
了
後
、
第
一
研
究
室
分
室
１
に

学
会
彙
報

（
一
九
九
二
年
六
月
’
十
月
）

『
佛
教
学
セ
ミ
ナ
ー
』
創
刊
号
が
世
に
出
て

三
十
年
近
く
に
な
る
。
初
め
は
啓
蒙
誌
と
研
究

誌
と
の
両
面
を
備
え
た
学
術
誌
と
い
う
こ
と
で

ス
タ
ー
ト
し
た
が
、
時
が
経
つ
に
つ
れ
て
、
ど

ち
ら
か
と
い
え
ば
、
研
究
誌
的
な
傾
向
が
強
く

な
っ
て
き
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

そ
こ
で
巻
頭
論
文
に
は
教
授
の
先
生
方
に
、

日
頃
、
関
心
を
持
っ
て
お
ら
れ
る
テ
ー
マ
に
つ

い
て
、
わ
か
り
や
す
く
語
っ
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
っ
た
。

今
号
に
は
片
野
道
雄
教
授
に
「
弥
勒
請
問
章

の
三
相
」
の
問
題
を
、
ツ
ォ
ン
カ
。
〈
の
解
釈
を

お
い
て
発
表
者
を
囲
ん
で
座
談
会
を
行
な
っ

た
。

◇
修
士
論
文
提
出
予
定
者
中
間
発
表
会

十
月
二
十
八
日
（
水
）
午
後
四
時
十
分

於
二
一
○
教
室

今
年
度
修
士
論
文
提
出
予
定
者
の
う
ち
、
六

名
の
院
生
が
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
で
発
表
を

行
な
い
、
出
席
者
に
よ
っ
て
活
発
な
質
義
応

答
が
な
さ
れ
た
。

編
集
後
記

手
が
か
り
に
語
っ
て
い
た
た
い
た
。

と
こ
ろ
で
近
年
、
海
外
の
研
究
者
と
の
国
際

的
な
学
術
交
流
の
必
要
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

本
学
で
は
そ
の
よ
う
な
趣
旨
で
大
学
院
の
「
特

別
セ
ミ
ナ
ー
」
を
実
施
し
て
い
る
が
、
今
年
の

七
月
と
来
年
（
時
期
未
定
）
と
の
二
回
に
わ
た

っ
て
、
ゴ
メ
ッ
博
士
を
お
招
き
す
る
こ
と
に
な

っ
た
の
で
、
そ
の
補
佐
を
勤
め
る
兵
藤
一
夫
講

師
に
ゴ
メ
ッ
博
士
の
仏
教
学
を
語
っ
て
い
た
だ

い
た
。ま
た
福
島
光
哉
教
授
に
は
、
新
入
会
員
歓
迎

会
の
折
に
、
御
講
演
し
て
い
た
だ
い
た
も
の
琴
鷺

テ
ー
プ
よ
り
起
こ
し
て
、
原
稿
に
し
て
い
た
た

い
た
。そ
の
他
、
論
文
三
篇
と
書
評
三
篇
、
い
ず
れ

も
熱
意
の
あ
る
力
作
揃
い
の
原
稿
を
い
た
だ
き
、

予
定
よ
り
や
や
遅
れ
た
も
の
の
、
今
号
も
無
事

出
版
で
き
た
こ
と
を
感
謝
し
て
い
る
。
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